
前週例会（２月28日）レポート

来訪ロータリアン
高 松 R C 高 松 R C三 矢 昌 洋 君 槇 田 　 實 君

２名

高松東ロータリークラブ　会長　佐野　年計　　幹事　米田　敬

ニコニコBOX　創立第2126回例会　８件　計　28,000円　累計　1,215,000円
◯移動例会お世話になりました。　　木場君
◯合田さんにお世話になりました。　西山君
◯ヘアカラーコンテスト全国大会が日本武道
館であり我社の社員が２名入賞しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　野村君

◯琴平RC50周年で米田さんの奥様にお世話
になりました。　　　　　　　　　佐野君
◯住宅金融支援機構　四国支店長　　関　様
◯卓話担当させて頂きました。　　　久郷君
◯早退お詫び。　　　　　　半井君、大庭君

幹事報告
◯例会臨時変更のお知らせ

木
水

月　日 曜 月　日 曜 時間→
→
→

クラブ名 例会場 場　所
３月８日
３月14日

３月８日
３月14日

木
水

18：30
18：30

高 松 R C
高 松 南 R C

リーガホテルゼスト高松
全日空ホテルクレメント高松

東京海上日動火災保険㈱
金陵の郷

卓話
◯「神聖病（てんかん）の歴史」　　クラブ広報委員会　委員長　　久郷敏明君
　　私もてんかんの治療と診断を専門に診てきましたが、会員の皆様に興味があるかどうかは、
疑問に思っておりました。しかし質問等もありましたので今回良い機会だろうと思い話をさ
せていただきます。てんかんは難しい字を書きますが、医学用語ではひらがなを使っており
ます。まずてんかんのことを話す前に、何人ぐらいの患者さんがいるのかと言いますと、人
口の１％位、香川県は100万人ですので１万人の患者さんがいます。精神分裂病が0.8％です
のでそれよりも多くなります。てんかんは子供の病気ですし、だいたいは小児期に発症、男
性と女性を比較しますと男性が多い。ただその理由はわかっておりません。要するにてんか
んは、ひきつけを起こす精神病であると言う理解が必要です。漢字「癲癇」の癲の字の語源を
示唆する用語にフーテン（風癲）の寅さんのフーテンというのがありますが、これは風に吹か
れるままに漂白する物狂い、要するにてんかんは精神の病といえます。しかしこういう病気
ですから、ほとんどの人は自分に関係ない病気と考えがちですが、人口の１％の人が患者で
すし、てんかん自体は人類誕生とともにありました。ギリシャ、ローマ時代に神の伝染病とか、
集会病、キリスト教文明では魔病ともいわれておりました。昔から烙印と偏見に満ち溢れて
いた病気だったのかもしれません。現在もてんかんに対し精神病・遺伝病・不治の病・知恵
遅れ・性格異常といわれますが、私自身はてんかんと診断されたほとんどの人（特定の人を
除き）が、病気の遺伝子は特定の年齢にだけ効力を発揮しますので、それを過ぎると治癒し
ていると考えております。アメリカの小児学者はてんかんと診断された患者の３分の１は誤
診ではないかとの証言もあり、
今後てんかんに対する考え方
は大きく変わっていくのでは
ないか、いや変わっていくと
思います。

会長報告
○２月25日土曜日に、米田幹事と琴平ロータリークラブの50周年記念式典に出席しました。実
行委員長が、琴陵さん（金刀比羅宮宮司）で、記念講演は神戸ロータリークラブの加藤さん（生
田神社宮司）でした。「親睦と奉仕」という演題で人との出会いを大切にしたお話で、心が安
らぎました。当クラブも45周年に向けて準備をお願いします。

血糖値が高いと血管がもろくなるのはどうして？
　血糖値が高いと糖尿病と診断されることもあるが、血糖値自体が悪いわけではない。血糖値は血液中に含まれる糖の量で、
１dl中に60～80ml含まれている。その糖は、炭水化物が体内で分解されてできたブドウ糖で、血液の中に入って全身を回り、
細胞活動のエネルギー源となる。血液中の糖が必要以上に多いと、糖が血管壁のタンパク質とくっつき、血管をもろくする。
もろくなった血管は、脳卒中や心臓病を引き起こすもとになる。網膜の血管が破れ、視野を狭めたり、失明させたりもする。
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